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全日本吹奏楽コンクール課題曲研究
一課題曲皿『シャコンヌ SJに関して一

A Research of Required Pieces for All Japan Wind Ensemble Contest in 2011 
About Required Piece Number Three 

“Chaconne S" 
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T AKEUCHI Shunichi Kawabe Akiko 

The wind ensemble contest， sponsored by All Japan Band Association， is held preliminary round every summer in various 

pa刊 ofthe whole country， and then， there is supposed to be held a national round in fall. There are five original required 

pieces for the contest. In this contest， each band will be playing one of these required pieces and another piece at their 

choice， howev巴r，a band of junior high school is abl巴 tochoos巴 th巴Jrr巴quiredpiece only from numb巴ron巴 throughfour. 

In this short essay， w巴are u山1路刷s剖mgt白her閃巴qu山iredp伊Jec巴nu叩mbe釘rt出hr閃巴巴

巴effe巴c仰tJv刊巴 me削et吋th加1ωodfor both p仰erげ[0凹r口rma釦nc∞eand pracωωtic∞e. We have been sharing in the work， Kusano is in charge of the musical 

mte巾retation，Kawachi and Takeuchi and Kawabe are mainly in charge of the method for perfonnance and practice 

However， since above of us had discussed this piece several times， we four own the responsibility of this essay jointly. 

There are two reasons why we choose this piece from five required pieces. First， this piece is a really greatest work of 

music. Second， we have concluded that a lot of school bands which are going after the national round should be choosing 

this piece. 
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はじめに

今年度(平成23年)の全日本吹奏楽コンクールは、以

下の 5曲が課題曲として選定されている。

l、堀田庸元作曲 『ライヴリー アヴェニューJ
2、佐藤博昭作曲『天国の島』

3、新美徳、英作曲『シャコンヌ s.l
4、j度目公康作曲 『南風のマーチ』

5、山口哲人作曲 n蓄核戦争」より戦場にて』
上記5曲をさまざま検討した結果、第3曲目の『シャ

コンヌ s.lを取り上げることにした。

I 楽曲分析
本曲は、主題と10の変奏で構成されたシャコンヌであ

る。シャコンヌ (パッサカリアとも呼ばれる)は、通常

4分の3拍子、8小節 (古くは4小節の場合もある)の

音型のオステイナートから発展していく連続変奏形式の

楽曲である。

この〈シャコンヌ〉の構成、および特徴は以下の通り

である。

*兵庫教育大学大学院教育内容・方法開発専攻文化表現系教育コース

[主題提示部] 1 ~ 8小節目

パス (ユーフォニウム)に主題が提示される O モティー

フとフレーズは以下のように分析できる (譜倒1)。和

声的には冒頭小節のトニカから8小節目のドミナントで

の半終止まで下降する (D音→A音)の和声的パスも重

要な声部進行である。フレーズとしては前半4小節聞が

モティーフ中の基音がD音から F音に上昇し、後半4

小節聞がフレーズのクライマックスをつくる A音を頂

点として (2小節で一気に完全5度跳躍している!)、

最終音E音まで順次に下降し収まっていくラインを形

成している O

(譜例 1) M 1 

長2度、

一一 一コf時 ←F ι==<.1

M J" 

l (完全5度) r¥ 
二つ忌手-==--r' ♀」ートム乙==f:
r 

[第 1変奏] 9 ~16小節目

MJ' 

1 入(短2度，.-...

時 ト寸一一司十 ト宇と二t二二二

MJ'" 

1ふ(長2度)「」巴!L-よ

ここでは、 主題提示部の流れの延長として(1~ 8小
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節目のフレーズの反復確保および内的拡大)、まず主題

のIオクターヴ音域拡大がアルト・サクソフォンで計ら

れている。それ以上にこの変奏では後半フレーズ2小節

聞の音程が発展し (完全5度→短7度)、フレーズの緊

張度を高めている (譜例2)。和声もこの部分はそれに

併せて変化し、ドミナント半終止の直前もナポリ系の和

声に変化している。

(譜例2) 短7度)

ト 1→ζ 千五一===--==tl二亡二主主主E三事
[第2変奏] 17~24小節目

この変奏もさらに音域拡大として主題を 1オクターヴ

上でフルートとクラリネットが奏する。後半フレーズで

はさらに音程拡大が続き (短7度→長9度)と複音程に

広がっている(譜例3)。さらに20小節目からパス進行

がクロマティック下降に変化し、曲の流れを密にしてい

る。そして新たなリズムモティーフ(16分音符の3連符)

が加わり (譜例4)、次変奏への音楽的エネルギーの萌

芽を忍ばせている。

(諸例 4) 
叫ー 一一一ーベV一一千一一よ一一↓一二 士三士一一て一一一一~ç=~====+===~ て十でづ
で十亡五冨←， btfl1こ干拝手ー←再引平戸川 午手件仁平押手ー」工手引

[第3変奏] 25~32小節目

ここでは主題本体が分解され、上行分散和音の音型モ

ティーフに変形している(譜例 5)。さらに新たに二つ

の素材が加わり、響き自体に圧縮感と緊張感をっくり出

している O

(譜例 5) 
4十 一千再 三-~- T一----，L再三三 ，，--<ζ三干与十 一戸ι1J 「

芋竺弓日芸P~Gt~r"t-~主吾主主主?と~正五二!

l.属音 (A音)の持続音パートがフルートとトランペツ

トに現れる。

2 短2度音程による16分音符の刻みが、 トレモロ的効

果をつくる。

パスには音階進行が与えられて、小節聞の推移がさら

に緊密となり、 3連符のリズム型も拡張される O

[第4変奏] 33~40小節目

シャコンヌ前半のクライマックスとして初めてのテユツ

ティで形成される。ここでの主導権はMlのリズムに対

応する新たなリズムモティーフが全体を統ーしている

(譜例6)0全体は主題の分散音型とそれに対応するリズ

ム音型と伴奏リズム音型、そして原型のパス(前半4小

節聞のみ)、の4群に集約されてテユツティとしての凝

縮感を強めているO

以上、ここまでが前半の変奏群として 1つのグループ
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に入る。

(譜例6) 
-ιー斗L一一+-fc.-- ， 宵一一~ー-:~-I'-， fc~-- -fc fc fc' fc fc ・
百年堂土旨?一一一町一』ー ート声ァーーベ ー--.1-10，一一=I!=二匹二軍二1

[第5変奏]41 ~48小節目

この第5変奏と次の第6変奏が二つ目の変奏群として、

全体での変奏群のブリッジ(推移部)的役割を果たして

いる。主題はクラリネットに移り下降性を伴った変容主

題となっている (譜例7)0 パスは主音D音のオルゲル

プンクトでニ短調上のトニカとしての安定性と同時に、

第6変奏へのト短調に転調するためのドミナントとして

も機能している O

(譜例7)
a ， ~一一一ァ一一一ー一一一ー一一

1 .... 子ー+一一一一→， 一一一一一l持，.-_._--".ー十一一一一一一一斗耳ーー一一→4再 γ 十一一一一一一一一-1

7一一 ー νLt=一+ー :...ぺ

[第6変奏] 49~56小節目

この変奏で初めて他調に転じ (ト短調)変化をもたら

している O フルートで主題の原型が前半の4小節問提示

され、後半も原型通り半終止上に落ち着く (譜例8)。

音の密度は冒頭の主題提示部と同様、きわめて希薄な状

態に置かれている O 最終拍にフェルマータが付いている

のは、第 1小節目から第56小節目までが前半部という意

味合いでの付記である。

(諸例 8) ーー一一一一一--~

i-=h=t 1= ~~ _. "ー十4~
五三三三三三ーと二二=三.::{竺τ一一「ー 」 ー ι二;r=主ヨ

[第7変奏] 57~64小節目

サクソフォンを除く全パートが主題本体から離れ、既

出のリズムモティ ーフをファンフ ァーレ的にf是示し、そ

のリズム型がこの変奏を支配する (譜例9)0この 3連

符のリズム音型は第2変奏から第4変奏聞で拡大や圧縮

で使用されてきたものだが、ここでそのリズムモティー

フが一つのピークを築いたとも言える。和声的には変ホ

長調のトニカから始まるが、原調の d-mollから見れば

ナポリ調、つまりサブドミナント上からの変奏であり、

実際64小節目で原調のドミナントに到着することとなる O

(譜例9)

[第8変奏] 65~72小節目

この変奏は主題の 2小節を発展させ、 2小節を単位と

して 2度ずつ上昇するゼクエンツ的パッセージに徹した

変奏である O 当然ながらこのパターンは音楽的にエネル

ギーが増加し次の変奏に向けての高揚感を与え、クレッ

シエンドとアッチェレランドが指示されている(内容的

に第5変奏と対照的である)。和声的にはh:V7-Icis:V7-

1 es:V7・1F:V7-1と頻繁に転調する (譜例10)。
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(譜例10)
「ーへ ，~下 L":'-ーーでの ~一-3:

時一一 日匹 主』司桂三主 =民L一平==---t:C--斗

[第9変奏] 73~80小節目

前変奏の勢いを受けて、後半の変奏群のクライマック

スを77小節 1拍日で形成する O 上声部が上行性、下声部

が下降性の外声反進行により緊張度を高め、同時に4つ

のリズムモティーフを重ね合わせて内的密度を高めてい

る (譜例11)。後半4小節聞はクライマ ックスのエネル

ギーから解放し弛緩させると同時に最終変奏へのつなぎ

として機能している。

(譜例11)

2~手 t，. " ，- 糾~l. u，~←i桂昌生 一 一一 11' 一一 #一一←--1'--I ←一一←--1ι-j「ぜ 一一→ムー l一一一ーサム」件一一一←一一一一体ームム一一

四 i一一乎岳寸ー-1tR--n;Jニ二 土a
十一→一→ート l一一一→寸 ← L一一一一--+-_.

[第10変奏]81 ~88小節目

シャコンヌ主題の原形が冒頭4小節間クラリネットに

より再提示される。後半は4小節だがその内容に変化が

ある。2小節単位のモティーフがl小節拡大し、 2度下

降モティーフが強調されている(譜例12)。その変化が

最後の結尾区をつくり出している O

(譜例12)
. 

:和→ー士一~ヲて二千二戸=主F三巨

[結尾区] 89~93小節目

手玉玉置
ζ「 ーケ τf---'I-→吐き重ゴ
ー 一 一 一 」

前2小節聞の2度下降モティーフを受けて2小節聞の

アクセント 2度下降音符が続く O さらに減衰させるため

に3小節問 d-mol1トニカの和音で曲を閉じる。この 5

小節聞はヘミオラのリズムを使い、 3拍子の律動感を希

薄にしてさ らに減衰感を助長させている (譜例13)0

(譜例13)

ト件七一信一一一世一一首一--，土一一，- け「寸ー← _1 '? 1.1 ===tI 
博二ヰ三千 7手当季二ぎ~ニヰす 七こと忌 ーとニブιー====:tl

hτ一十一一-= ー→- f¥.---.;--十一一一一一一←
ート l 寸 マ J →ーで一一て三斗1
草 竺ー土すf zf--4芯---------ヅ τ 

一一一、ーー』ーー-一一ーー一一~

E 木管楽器に関する留意点
本由を演奏・練習するにあたり、木管楽器奏者として

の観点から指導上の留意する点について考察して行きた

い。個々の音楽的・技術的な諸問題について述べる前に、

全体像として指導者が考えておかなければならない注意

点がいくつかある O

まず、本曲は全体に吹奏楽曲としては非常に“薄く"

作られているということ。すなわち数多くの管・打楽器

群にて構成される楽団の中から、 一部の楽器群のみが演

奏している場面が多く、全員で演奏する“丁目ti"に当た

る部分がほとんどないということである O 大体において

吹奏楽曲では、その持てる楽器群と人数を充分に駆使し
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て、作曲者の意図するキャラクターを次々と表現して行

く場合が多い。しかし本曲では、スコアを眺めていても

休符にあたる部分が多く、あるモチーフをセクシヨンご

と休んでいる部分がいくつもある。逆に言えば、その時

点で演奏している各奏者は、常に自分の音が直接的に聴

衆へ向かつて飛んで、行くように感じるはずであり、ふだ

ん以上の緊張感を持って演奏を続けて行くことになるは

ずである。したがって指導者としては、全体合奏という

よりも室内楽としての要素を重視すべきであり、個人個

人の音質や、表現上のパターンをいかにして統ーしてい

けるのか、を常に考えて行く必要がある。

次に、題名にもなっている“シャコンヌ"の持つ雰囲

気をいかに表現して行くのかということ。 一般的な特徴

としては、まず舞曲であり、 3拍子、変奏形式、パスラ

インのオステイナート、同主調への転調、 4または8小

節からなるフレーズラインなどであろう O 一般的にシャ

コンヌを演奏する場合、 表現上明確に 2拍日→3拍日→

1拍日とフレーズが動くのであるが、本曲の場合それが

明確には現されていない。むしろどちらかと言えば、 I

拍目からのフレーズに主張のあることのほうが多い。転

調においてもしかりである O ただ作曲者自身がスコアの

解説で述べているように「古典のフォルムにロマン派的

叙情を加味し、現代的色彩をほどこし…」ているのであ

れば、フレーズの表現として、スラーの書かれたとおり

に演奏するのか、何か呼気の微妙な調節でエクストラに

付け加えるのかなどについて、各指導者自身が演奏者に

対してはっきりとした意思表示をする必要がある。伴奏

形態にある 2分音符プラス 4部音符の形 (譜例14)の処

理の仕方も同様で、特にメロデイラインが終わろうとし

ている段階での 3拍日の 4分音符をどう扱うのか、また

アクセントがついた場合の表現をどうするのかなど、何

度も同じ形が出てくる中で、いかに個々のキャラクター

を出していくのか、が常に間われるであろう。

(譜例14)
Jまヨ士=二 l 

並 立士λ ) 三二立三二二土===tcμ 「一一年二二三吾=ヨ

そして演奏に当たってのテンポ感、リズム感をどう扱

うか、また薄いパート構成の中での各楽器聞の音量バラ

ンスをどうつけていくのかも重要である。舞曲とはいえ

全体的に安定した、抑制されたテンポ感でどちらかと言

えば“フランス的"なシャコンヌではあるが、 上記の解

説に「シャコンヌの形を使った『現代曲jであるので、

テンポ設定は速めでもかまわない」とあるように、指導

者の意図しだいでいかようにも解釈できるためにその責

任は重いのである O 音量のバランスに関しては、どんな

曲であっても指導者は充分に注意を払うものであるが、

本由においては各変奏ごとに pやmpと明確な指示があ

る。曲全体を構築する音量バランスと共に、各楽器開同
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士の音量バランスにも気をつけるべきであるが、 pでの

演奏においてであっても、いかに充分な響きを保つこと

が出来るかをしっかりと指導していく必要がある。前述

したように、曲が薄く作られている分、個人個人の音質

的な響きの重要度は増すからであるということと、実の

ところ、本曲の持つイメ ージとは裏腹に、作曲者は曲中

において一度も ppを使用していない、ということに意

味を汲み取るべきである。以上のようなポイントを常に

踏ま えながら、少し具体的に見てみたいと思う O

主題及び、第1・第2変奏 (1~24小節目)

p 

冒頭の4小節聞の構成音は、まさしくバッハのシャコ

ンヌの冒頭2小節間とまったく同じであり、作曲者はや

はり、古典としてのシャコンヌを意識していたことがう

かがえる(譜例15及び譜例16)。クラ リネ ットとパスー

ンのハーモニーは絶妙のバランスと発音が必要とされ、

第一変奏の終わる16小節目までこの緊張感は続くことに

なる。1stクラリネットの音域が、いわゆる“ブリッジ"

を跨ぐ作りになっているために、音質、音程共に安定さ

せることが難しく、下顎の伸びだけでなく上唇から鼻に

かけての筋肉の使い方が重要になる。2nd、3rdクラリ

ネットはシャルモー音域が使われているが、初級者が演

奏する場合に、息、の音ばかりがもれて音質が拡がる傾向

にある O 普段からの低音でのロングトーンと、リードの

調整をきっちり指導することが必要である。パス・クラ

リネットとパスーンで構成されるパスラインは、小さく

パターン化された順次的、または半音階的進行であるた

めに、もちろん和音上でも重要なのであるが、いつも和

音の根音を取っているとは限らない。その場合、各自の

音がどういう役割を持っているのかを常に理解している

ことが重要である O 例えば3小節目の実音Cisは第3度

音でもある上に、響きの悪い合わせにくい音である O さ

らに9;J、節目からはコントラノ〈スとホルンカf仲間に力日わ

るが、特に3rd、4thホルンとの音程合わせには充分な時

間をかけるべきである。メ ロデイラインに関しては冒頭

のユーフォニウムに沿った歌い方でよい。ただし第2変

奏の17小節目からのフルートとクラリネットの絡みでは、

両者が合わさった時に出せる独特の透明感のあるサウン

ドを期待したい。直前の crescから何事もなかったよう

に雰囲気を変えたいものである O サクソフォンの伴奏系

は前変奏までのクラリネットと同じ働きであるが、他の
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楽器も加わるためバンド全体のなかで、のバランスに注意

がいる。16部音符の3連符の動きに関しては、木管低音

楽器特有の“がちゃがちゃ"いう音や息もれ音ばかりが

聞こえやすい。これはメカニカル上の問題である場合も

考えられるが、左右の小指の切り返しゃ、変え指の練習

不足といった普段からの準備でクリア出来る場合も多い

はずで、ある。

第 3 変奏から第 6 変奏まで (25~56小節目)

第3、第4変奏においては、これまでのところに見ら

れるような明確なメロデイラインはない。まるで全員で

伴奏をしているようでもある。基本的には同じ構造の伴

奏の中で、聴衆がそれぞれ前出のメロデイをイメージ出

来る効果が存分に出されている。クラリネットとアルト・

サクソフォンによるアルペジオは見事にユニゾンであり、

音域的にもさほど難しくないため、新たな場面効果を演

出でき るよう きっちりそろえて吹きたい。低音の3連符

にはさらにテナー・サクソフォンが加わり、音符群も増

えているのであるが、これが“転びがち"になると思わ

れる。あくまでもスネア・ドラムとのアンサンプルが大

切であるO 特に音のない 1拍目の頭を終着点としたリズ

ムの動き(譜例17)が感じられるように指導すべきであ

り、これはこの先楽器群やアーティキュレーションが変

わっても同じことである o 3rdクラリネットの16分音符

の刻みに関しては、無理に正規の指使いを使用させるよ

りも、サイドキーを利用した変え指を上手く使わせるべ

きである。 39小節目に最初の ffが現れるが、その開放

感と盛り上がりを 2小節の間たっぷりと味わいながら充

分に響かせてほしい。40小節目の4分音符が急激に痩せ

ていく傾向にあると思われる。第5変奏中の42，44小節

目のクラリネットの下降系の跳躍においては、しっかり

とした息の支えと、楽器のホールデイングが重要になっ

てくる。枯れた音の pになってほしくないし、 45小節目

の実音Hへの跳躍で音が無粋に飛び出す原因になるか

らである。

(譜例17)

ザ三己T士一----Ç，二子，*"""--，一一一一一--~「・，

Dr. Z亡二z二宮← E こi早吋

第 7 変奏から最後まで (57~93小節目)

華やかな転調で EsDurのファンフ ァー レになるので

あるが、バランス的に第3度音を主体とした楽器構成に

なっているので、響きと音程に注意が必要である o 61小

節目から72小節目にかけて木管群は、パスラインとは別

に減7の和音を主体とした動きが活発になってくる。特

に第8変奏からの3連符及び伸ぱしの音からなるゼクエ

ンツでは、減7の和音と短調の和音が交互に繰り返され

る構成を常に意識しておきたい。第9変奏73小節目から
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の1stクラリネットの音域はかなり高くなってくる o fか

らぽになる時でも あり、 アンプッシャーが緩まぬよう

制御された音質が望まれる o 77小節目からの2ndクラリ

ネットの3連符は、曲全体が弛緩していくなかで未だ動

きを残しているのであり 、8分音符の動きの影に埋もれ

てしまわないように、さ らには3連符独特の“ブレーキ

感"を前面に出せるよ うに演奏したい。

E 金管楽器に関する留意点

この曲の金管楽器群に関して、 一見して感じたことは、

次の3点である。

1、曲中、 演奏する小節数が少ない。

2、各楽器のパー ト内で、 演奏する所が必ずしも一致し

ていない0

3、使用されているリズムの種類が少ない。

1つ目の 「曲中、演奏する小節数が少ない」という点

に関して、 各楽器別の演奏小節数を調べてみた(表 1を

参照)。

トランベットの1stと2nd.は、全93小節中、 各30小節、

3rd.は20小節のみである。ホルンは1st.と3rd.は44小節、

2nd.と4thは36小節、 トロンボーンの1st.と2ndは34小節

であるのに対して3rdは56小節、 ユー フォニアム も56小

自旬、 チューノtは30/J、長官、コントラノすスは83ノl舟行で、あった。

上記の結果から、コン トラパスの小節数が最も多く、

ト一一一一一 | 

83小節 (89.2%)0次に、 トロンボーン3rd.とユーフォニ

アムの56小節 (60.2%)であった。 これは、吹奏楽の楽

曲としては極めて珍しいといえる O 同様に、トランベッ

トの1st.と2nd.が30小節 (32.3%)、3rd.に至っては20小節

(2l.5%) しか演奏 しないというのも 、異例のことであ

るといえる。

比較のために、 課題曲の第1番目 『ライヴリー アヴェ

ニュー』と第2番目『天国の島』についても各楽器別の

小節数を調べてみた(表2，3を参照)。

前者のトランペットの小節数は、全238小節中139小節

(58.4 %)、 トロ ンボーンは1811J、節 (76%) であり 、後

者のトランベットは100小節中60小節 (60%)、トロンボー

ンが60小節 (60%) となっている。

上記の 2曲と比べても、『シャコンヌ sJのトランベッ

トパートの小節数が少ないこ と、 コンパスの小節数が ト

ランベット 1st.と2nd.の小節数の2.8倍 (3rd.は4.2倍)と

なっていることが特筆される点であるといえる。

2つ目の「各楽器のパート内で、 演奏する所が必ずし

も一致していない」に関して、『ライヴリー アヴェ

ニューJの場合はチューパとコ ント ラパスが同じ小節数

であり、『天国の島』においてはユーフォニアムとチュー

パが全く 同じである。それぞれのフルス コアを見てみる

と、 小節数が同じであるだけでなく、 前者においてはチュー

パと コントラパスの音の動きが全く 同じであり、 後者に

空- 'テーマ |第1 第2l第3i|第iil;4
第5 11第49~656 第7 第8

第9 第10 結尾 マi一一一T一一一十一一一一一
1~8 ダ16 117-24125-32133-40 41-48 149-56 157-64 16S-68 69-72 73-76177州80:8n8 189-90一一1←9一1一"一9一3一一一一←一m←一一一一←ー
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おけるユーフォニアムとチューパの音の動きが全く同じ

となっている O

さらにいうと、『ライヴリー アヴェニュー』と『天

国の島』の2曲に関して、トランベットパート、ホルン、

そしてトロンボーンパートにおいて、楽曲中、常にそれ

らのパート内で同時に演奏している。これに対して、

『シャコンヌ s.lでは、 トランベットにおいて、 1st.と2
ndが演奏している所で3rd.が休んでいたり、トランベッ

ト内で、1st.が演奏するリズムと、 2nd.と3rd.のリズムが異

なっている。これは、トロンパートやホルンパートにつ

いても同様の傾向を見てとることができる。

このことが何を意味しているかというと、バンド全体

のサウンドづくり、音楽づくりを複雑にしているといえ

るのである O 日常的な練習時に行われている楽器別のパー

ト練習だけでは、この曲を仕上げていくのは難しいこと

に結果する。音楽的な役割、つまりリズムの同種の楽器

群が集まって、楽器の種類を超えて音形の統ーやサウン

ドづくりを目指した練習をする必要があると考える。

上記の点が、『シャコンヌ s.lが吹奏楽曲として、オー
ケストレーションに関して手が込んでいると考える所以

である。

3つ目の「使用されているリズムの種類が少ないjに

関しては、金管群に使用されているリズムを全て書き出

し、それを分類してみた結果、以下の3つの群に分かれ

ることが明らかとなった。

① 3連符を中心としたリズム群

② 四分音符と二分音符によるリズム群

③ 八分音符とイ寸点四分音符によるリズム群

上記の3種類しか存在しないのである。これは極めて

シンプルであるといえる。全てを足しでも13種類のリズ

ムパターンが存在するのみである。使用されているリズ

ムがシンプルであると同時に限られているということは、

演奏する側から考えると難解を極める。シンプルである

からこそ、易しいのではなく難しいのである O

譜面に書かれである音の 1つ1つに細心の神経を払っ

て、音質・ピッチ・音形・デイナミーク、そしてバンド

全体における各楽器の音量的バランスの調整などを徹底

的に試行錯誤を繰り返して仕上げていかなければならな

い。そういう点が、この曲の最も難解なところであると

思われる。

N 打楽器に関する留意点
1 )本曲で使用する打楽器

本曲の打楽器パートは、テインパニ、 Percussion1 

(以下Per.1 )、 Percussion2(以下 Per.2 )から構成され

ている。 Per.1はスネアドラムが、 Per.2はヴイブラフォ

ンとクラッシュシンパルが指定されている。 Per.2が楽
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器を持ち替えて対応すれば、合計3人の打楽器奏者で演

奏することが可能である O なお、[第9変奏]には、括

弧書きの“ossia"(或いは)として 1小節だけシンパル

のロールによるクレッシエンドが書かれている O この部

分を演奏する場合にはサスベンデイツドシンパルを用い

る。

テインパニの音高が最も変化するのは[第7変奏]で

ある。 Eb 3(ミb)→D3(レ)→C3(ド)→A2(ラ)の順に 2

小節ずつ音高が下がるので、 23インチ、 26インチ、 29イ

ンチ、 32インチの4台を用意すれば音換えの必要がない。

ただし同変奏の 3小節目と 4小節目 (D3)については、

括弧書きで 1小節目及び2小節目と同じ音高(Eb 3)が

記されている O こちらを選択すれば、 3台でも対応でき

る。 3台の場合、 7小節目と 8小節目にある A2の演奏

を考慮し、 23インチ、 26インチ、 29インチを一組とする

ほうが望ましいと考える。

以下、前述の楽曲分析に則して打楽器の演奏時におけ

る留意点を挙げるO

2) [主題提示部]から[第 1変奏]まで

曲の冒頭からヴイブラフォンによる和音が続く。[主

題提示部]では、木管楽器群の響きを壊すことのないよ

うに演奏したい。[第1変奏]に入ると、ホルンの音色

と動きに同調することが大切である O 符点2分音符の連

続であるが、各小節の 1拍目が殊更に強調されることの

ないようにしたい。美しい和音進行を表現することがで

きるよう、糸の材質を検討した上で柔らかめのマレット

を使用するのがよいであろう。

3) [第2変奏]から[第4変奏]まで

スネアドラムが16分音符の3連符によるリズムモチー

フの演奏を始める。この時リズムを拍に合わせることを

意識し過ぎると、音域を拡大していく主題やパスの動き

とかけ離れた無味乾燥な演奏になるだけでなく、必要以

上に音量が大きくなり、全体のバランスを損ねてしまう。

この部分は、管楽器群と打楽器群が一体となってっくり

出す大きな流れの中で、連綿と続くリズムフレーズの変

化をとらえ、なおかつ管楽器群と協調しながら演奏する

ことが求められる O スネアドラムのヘッドの張り具合と

ともに、ヘッドのどの部分を叩くとよいか吟味したい。

4) [第5変奏]から[第7変奏]まで

テュッテイの緊張感から次の変奏群へ移行した部分で

ある。[第5変奏]のテインパニは、 2分音符と 4分音

符からなるリズムモチーフを演奏する。これは[主題提

示部]において木管楽器群が演奏していたのと同じもの

である。印象的に繰り返される D3の音色を十分に響か

せるには、少し柔らかめのマレットが適しているであろ

うO クラリネットによる主題の演奏とともに、回帰的な

雰囲気を醸し出すようにしたい。

[第7変奏]は、本曲において打楽器群が唯一テユツ
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テイで演奏する箇所であるO テインパニとスネアドラム

のロールは、フォルテシモでの演奏を指定されているが、

音量を上げた結果として騒々しくならないよう留意する

べきである O そのために、スティックやマレットをヘッ

ドに対して過度に押しつけないようにしなければならな

い。同様に、クラッシュシンパルの演奏についても、金

属同土がぶつかり合う音を出さないよう、その響きを十

分検討しなければならない。

5) [第8変奏]から[第9変奏]まで

打楽器群は一端演奏をやめ、[第8変奏]から木管楽

器が主題と 3連符によるフレーズを展開していく o [第

9変奏]から再ぴ打楽器群も加わるが、ここでスネアド

ラムが演奏するのは[第3変奏]に登場した16分音符の

3連符によるリズムモチーフである O 前半4小節では木

管楽器群の3連符とせめぎあうが、後半4小節では旋律

の動きに合わせるように落ち着きを取り戻していく。 8

小節目のスネアドラムは、その前の小節まで木管楽器群

が担当していた3連符を受けている O ここまでの曲全体

の流れが集結に向かう部分であることを理解し、ていね

いに演奏する必要がある O

6) [第10変奏]から[結尾区]まで

打楽器群は[第10変奏]では休みとなっているが、集

中を欠くことなく[結尾区]の演奏に進みたい。テイン

パニは低音群と同じ動きをするので、当該管楽器と同様

のプレスを取るのがよい。ヴィブラフォンは木管楽器群

と同じリズムフレーズを演奏するが、マレットの左右の

バランスを考え、 5音音程の響きが木管楽器群と調和す

るようにしたい。

おわりに

われわれは今年も協力して、課題曲の研究に取り組む

ことにした。検討の結果、課題曲3番目の『シャコンヌ

s.lを選択し、検討を加えることにした。また、今回は
河遺昭子氏にご参加頂き、打楽器を中心に論述頂くこと

になった。

これで、楽曲アナリーゼ(草野次郎)、木管(河内勇)、

金管(竹内俊一)、打楽器(河遺昭子)と各部門のスタッ

フがより充実したことになる。残るは、弦楽器であるコ

ンパスだけである。今後の課題としたい。
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